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更
新

の
講
義
内
容

文
字
の
不
思
議
さ

18
―(

漢
字
の
正
字
・
通
俗
字
、
増
画
と
省
画
。
欠
字
と
『
干
禄
字
書
』
。
か
な(

誕
生
と
広
が
り)

。
ロ
ー
マ
字)

―

漢
字
の
「
正
字
」
と
「
通
俗
字
」

「
正
字
」
と
い
う
意
識
は
、
漢
字
を
以
て
社
会
国
家
を
統
轄
す
る
権
力
者
で
あ
る
中
国
の
皇
帝
に
と
っ
て
、「
正
字
」

と
い
う
概
念
は
実
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
秦
の
始
皇
帝
は
、
ま
ず
文
字
で
あ
る
と
こ
ろ
の
巷
間
の
「
漢
字
」

表
記
を
糺
し
て
こ
れ
を
制
定
し
た
。
こ
の
制
定
は
、
国
が
代
っ
て
「
唐
」
・
「
宋
」
・
「
明
」
・
「
清
」
と
な
っ
て
い
く
時

に
も
こ
の
制
定
事
業
は
常
に
継
続
進
行
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
清
国
が
作
り
上
げ
た
『
康
煕
字
典
』
は
、
漢
字
の
正
字

と
俗
字
を
徹
底
記
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
正
字
」
と
「
通
俗
字
」
が
明
確
化
に
打
ち
出
さ
れ
、
こ
の
制
定
の
動
き
は

そ
の
ま
ま
日
本
国
に
お
け
る
漢
字
使
用
に
も
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

書
記
文
字
と
し
て
の
漢
字
は
、
こ
う
し
た
国
家
的
な
制
定
事
業
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
字
の
発
音
自

体
は
と
い
え
ば
、
中
国
全
土
を
統
治
し
て
も
、
地
域
差
を
持
ち
得
て
い
た
。
そ
の
漢
字
音
が
日
本
国
に
渡
来
し
た
時
期

に
よ
っ
て
、
大
き
く
「
呉
音
」
「
漢
音
」
「
唐
宋
音
」
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
現
れ
で
も
あ
る
。
よ
く
、

引
用
さ
れ
る
漢
字
「
京
」
は
、
「
キ
ヤ
ウ
」
「
ケ
イ
」
「
キ
ン
」
と
発
音
す
る
。
日
本
以
上
に
、
漢
字
を
い
ち
早
く
継
承

し
た
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
て
は
、
李
朝
時
代
の
一
四
四
六
年
に
二
十
八
の
表
音
文
字
を
制
定
し
て
で
き
た
『
訓
民
正
音
』

（
諺
文
・
ハ
ン
グ
ル
）
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
字
母
に
印
度
系
文
字
原
理
、
表
音
に
は
中
国
の
伝
統
的
な
音
韻
が
基
盤

お
ん
も
ん

偉
大
な
文
字

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
漢
字
音
は
、
大
い
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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漢
字
の
増
画
と
省
画
―
そ
し
て
異
体
字
―

増
画
・
省
画
の
文
字

こ
の
増
画
文
字
や
省
画
文
字
は
、
一
体
何
を
意
識
し
て
、
こ
の
よ
う
に
書
記
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
通
常
の
字
体
に
一

画
乃
至
二
画
の
増
减
を
用
い
る
こ
と
で
、
風
格
が
保
持
さ
れ
る
。
「
太
」
字
は
、
「
大
大
」
を
「
大
鼠
」
と
し
た
一
画

「
伝
」
を
「
大
」
文
字
に
重
ね
た
実
に
や
や
こ
し
い
し
き
た
り
文
字
と
云
え
よ
う
。
影
山
修
編
『
漢
字
起
源
の
研
究
』

(

昭
和
十
四
年
天
泉
社
刊)

に
よ
れ
ば
、
「
太
」
は
、
「
こ
の
字
は
も
と
大
と
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
周
の
時
代
に
文

化
が
發
達
し
、
文
字
も
繁
畫
を
尊
ぶ
や
う
に
な
り
大
の
字
を
二
つ
重
ね
て
「
大
大
」
と
書
く
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
。
下
の
点
は
、
「
大
」
の
踊
り
字
が
「
二
」
と
な
り
、
や
が
て
「
一
」
か
ら
「
ヽ
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
彼
の
「
周
代
文
化
に
お
け
る
文
字
の
繁
畫
を
尊
ぶ
」
と
い
っ
た
文
字
姿
勢
が
本
邦
に
伝
来
し
、
文
字
と
し
て
継
承

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
こ
れ
を
推
定
せ
し
め
る
大
き
な
動
機
付
け
と
な
っ
た
。
日
本
の
地
名
・
人
名
に
「
大
田
」
と
「
太

田
」
や
「
大
宰
」
と
「
太
宰
」
な
ど
が
現
実
に
識
別
さ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
寺
坊
入
り
口
頭
上
に
あ
る
扁
額
に
、「
金

剛
大
明
神
」
の
文
字
を
「
貳
敦
太
欽
神
」
と
書
い
た
り
す
る
扁
額
や
書
札
を
実
際
に
写
真
の
眼
差
し
で
見
る
と
良
か
ろ

う
。
き
っ
と
多
く
の
こ
れ
ら
の
文
字
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
奈
良
の
当
山
日
出
夫
さ
ん
は
、
現
代
の
看
板
な
ど

の
文
字
を
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
文
字
を
総
称
し
て
、
「
景
観
文
字
」
と
表
現
し
て
お
ら
れ
る
。

点
文
字
の
加
減

〈
増
画
〉

「
土
」「
京
」
「
石
」
「
明
」
「
氏
」
「
民
」
「
虫
」
「
中
」

「
纃
」
「
街
」
「
陣
」
「
欽
」
「
詞
」
「
賚
」
「
欝
」
「
逸
」
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〈
省
画
〉

「
国
」「
富
」
「
達
」
「
番
」
「
瓜
」
「
鬼
」
「
太
」

「
箘
」
「
冨
」
「
棘
」
「
耋
」
「
爪
」
「
躰
」
「
大
」

こ
の
よ
う
な
省
画
文
字
は
、
初
画
・
終
画
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
異
な
る
減
画
文
字
に
つ
い
て

若
手
研
究
者
で
あ
る
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
員
の
井
上
幸
さ
ん
が
そ
の
報
告
を
随
時
始
め
て
い
る
。「
炭
」「
都
」「
楊
」

字
な
ど
。
私
自
に
あ
っ
て
も
「
国
」
文
字
の
減
画
文
字
を
以
前
研
究
公
開
（
「
「
国
」
と
「
箘
」
の
文
字
を
考
え
る
」

駒
澤
短
大
國
文
第

号
、
平
成
十
五
年
三
月
刊

・

頁
）
し
て
い
る
。

33

115

116

異
体
表
記
文
字

諺
語
辞
書
『
譬
喩
盡
』
に
、
「
命
ほ
ど

菅
は
無
ひ
金
銀
は
涌
物
」
〔

⑧
〕
と
い
う
文
句
が
見
え
て
い
ま
す
。
こ
の

い
の
ち

た
か
ら

な

か

ね

わ
き
も
の

30

「
た
か
ら
」
と
い
う
文
字
だ
が
、
現
代
人
の
私
た
ち
は
「
宝
」
と
表
記
し
、
旧
字
と
し
て
は
「
寳
」
「
寶
」
の
二
表
記

を
使
用
す
る
。
古
銭
に
「
和
銅
開
珎
」
と
い
う
標
記
字
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
ご
存
知
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
訓

み
方
を
正
し
く
訓
め
る
の
か
と
な
る
と
、
や
ゝ
疑
わ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
文
字
も
本
来
は
「
和
銅

開
寳
」
で
あ
り
、
「
寳
」
の
字
か
ら
真
ん
中
の
「
珎
」
を
抽
出
し
た
略
体
文
字
の
例
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
に
し
て
、

訓
み
は
「
ワ
ド
ウ
カ
イ
ホ
ウ
」
が
正
し
い
。
事
項
で
更
に
委
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
「
菅
」
の
字
体
は
古
字
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
の
松
葉
軒
東
井
は
別
な
箇
所
で
は
「
壽
は
法
の
宝
佛
書

」
と
も

い
の
ち

ほ
ふ

た
か
ら

表
記
し
て
い
る
。
一
人
の
編
者
や
作
家
が
同
じ
こ
と
ば
の
表
記
を
こ
の
よ
う
に
二
種
別
表
記
に
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る

こ
と
だ
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
別
表
記
を
す
る
の
か
、
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
り
だ
ろ
う
か
。

近
代
の
文
豪
夏
目
漱
石
は
、
作
字
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
る
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
確
認
す
る
絶
好
な

資
料
が
二
〇
〇
七
年
に
集
英
社
新
書
『
直
筆
で
読
む
「
坊
っ
ち
や
ん
」
夏
目
漱
石
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
是
非
、
ご
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自
身
で
手
に
と
っ
て
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
の
文
学
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
文
字
資
料
な
の
で
あ
る
。
「
天
麩
羅
蕎
麦
」

「
木
易
子
」
〔

②
〕
→
「
楊
子
」
。
「
一
繆
五
厘
」
〔

⑧
⑭
、

①
③
〕
→
「
壱
銭
五
厘
」
〔

⑦
〕
。
「
一
所
に
」
〔

13

62

93

63

93

⑧
、

③
④
〕
→
「
一
緒
に
」
。
「
難
有
ふ
」
〔

⑤
〕
…
「
難
有
う
」
〔

⑭
〕
→
「
有
難
う
」
。
「
他
箘
へ
」
〔

⑲
〕
。

107

95

99

96

「
日
向
の
延
娃
」〔

㉑
〕
→
「
延
岡
」
。「
作
畧
」〔

㉔
〕
→
「
策
略
」
。「
計
畧
」〔

㉔
〕
→
「
計
略
」
。「
下
味
い
」

さ
り
や
く

は
か
り
ご
と

ま

づ

96

98

125

〔

①
〕
…
「
ま
づ
い
」〔

①
〕
。

110

110

略
字

仏
家
の
書
記
資
料
に
は
、
「
碧(

菩
薩)

」
「
四
四(

煩
悩)

」
「
土
犬(

地
獄)

」
「
メ
メ(

声
聞)

」
「
骨
骨(

髑
髏)

」
な
ど

の
略
字
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
む
つ
か
し
い
略
字
と
し
て
は
、
「
七
火
」
と
書
い
て
、
「
涅
槃
」
が
あ
っ
た
り
す

ね

は

ん

る
。
現
代
人
の
筆
記
し
た
文
字
に
も
「
呉(

職)

人
」
「
労
割
（
働
）
」
が
目
に
付
く
。
「
国
」
の
文
字
も
「
□
」
で
表
記

さ
れ
た
り
も
す
る
。
私
が
中
学
一
年
生
の
と
き
、
時
間
割
に
「
□
語
」
と
板
書
さ
れ
た
先
生
が
お
ら
れ
て
、
こ
の
「
略

文
字
」
な
る
表
記
法
に
私
自
身
、
最
初
に
出
会
っ
た
と
っ
か
か
り
で
も
あ
っ
た
。
私
は
即
座
に
真
摯
に
書
い
た
先
生
に

お
訊
ね
し
た
記
憶
が
今
も
蘇
え
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
「
略
字
」
は
、
そ
の
後
怒
濤
の
如
く
私
の
知
る
文
字
と
な
っ
て

今
日
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

漢
字
の
欠
画
文
字
と
『
干
禄
字
書
』

「
欠
画
文
字
」
は
、
中
国
皇
帝
の
名
前
に
由
来
す
る
文
字
で
あ
る
。
日
本
に
尤
も
古
い
時
代
に
招
来
さ
れ
た
書
籍
『
千

字
文
』
に
は
、
こ
の
文
字
が
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
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い
ず
れ
も
最
終
画
部
分
が
欠
画
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

か
な(

誕
生
と
広
が
り
）

「
か
な
」
と
い
う
文
字
は
、
日
本
語
と
し
て
活
用
し
て
い
る
現
在
、
そ
の
起
源
を
精
確
に
知
る
機
会
が
あ
っ
て
も
よ

か
ろ
う
。
ま
ず
、
漢
字
が
あ
り
、
次
に
「
万
葉
仮
名
」
が
日
本
文
書
文
字
に
登
場
す
る
。
そ
の
な
か
で
「
か
な
」
と
い

う
二
種
の
字
体
が
誕
生
し
て
い
く
。
「
カ
タ
カ
ナ
」
と
「
ひ
ら
が
な
」
こ
の
成
立
に
は
、
政
治
上
の
独
立
を
保
持
す
る

日
本
国
家
の
保
全
政
策
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
暦
六
六
三
年
、
大
和
（
倭
）
国
は
、
朝
鮮
半
島
白
村
江
（
現
在

の
錦
江
）
に
お
い
て
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
と
戦
を
し
て
、
倭
軍
は
百
済
に
味
方
し
て
壊
滅
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
史
料
で
あ
る
『
唐
書
』
に
は
、
河
口
付
近
を
鮮
血
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
大
陸
で

大
敗
し
た
倭
国
は
、
全
国
の
屈
強
な
男
達
を
防
人
と
し
て
朝
鮮
海
峡
近
い
九
州
博
多
地
方
沿
岸
の
防
御
に
あ
た
ら
せ
、

日
本
各
地
の
戸
籍
簿
も
作
る
こ
と
に
な
る
。
国
号
も
改
め
、
天
皇
の
称
号
も
こ
の
時
か
ら
使
い
出
す
。
唐
そ
し
て
、
新

羅
が
脅
威
と
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
こ
の
時
代
の
朝
鮮
半
島
は
、
高
句
麗
と
新
羅
が
支
配
し
て
い
て
、
唐
は
、
こ
の
後

も
新
羅
と
連
合
し
て
高
句
麗
を
襲
う
。
新
羅
の
国
に
は
、
新
羅
人
だ
け
で
は
な
く
、
任
那
人
・
百
済
人
・
倭
人
そ
し
て
、
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唐
人
も
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
日
本
国
も
同
様
で
、
唐
人
・
南
朝
人
か
ら
新
羅
人
も
居
住
し
て
い
る
。
こ
の
居
住
す
る

人
た
ち
が
新
羅
王
国
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
倭
国
の
都
で
あ
る
琵
琶
湖
大
津
に
、
新
羅
王
国
が
誕

生
す
る
可
能
性
は
一
触
即
発
な
情
況
下
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
王
の
身
辺
に
従
事
す
る
人
々
に
は
中
国
や

朝
鮮
半
島
か
ら
帰
化
し
た
一
族
が
大
勢
い
て
、
こ
の
新
天
地
で
築
き
上
げ
た
所
領
地
や
財
力
を
失
い
か
ね
な
い
。
中
国

語
で
政
策
決
定
し
て
い
れ
ば
、
凡
て
官
牒
に
よ
っ
て
筒
抜
け
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
こ
こ
は
土
俗
の
言
語
で
あ
る

倭
語
（
日
本
語
）
を
公
用
語
に
用
い
よ
う
と
す
る
動
き
が
急
に
活
発
化
し
、
和
式
漢
文
が
早
急
に
考
案
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
万
葉
仮
名
」
で
あ
り
、
私
の
日
本
言
語
文
化
研
究
Ⅰ
を
受
講
し
て
い
る
学
生
の
一
人
が
「
を
み

な
へ
し
【
女
郎
花
】
」
に
つ
い
て
詳
細
な
リ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
く
れ
て
い
て
、
『
万
葉
集
』
で
こ
の
「
を
み
な
へ
し
」

の
語
が
十
四
例
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
卷
第
四
か
ら
卷
第
十
ま
で
は
、

卷
第
四
「
娘
子
部
四
」

卷
第
七
「
姫
押
」

卷
第
八
「
娘
部
思
」
「
娘
部
志
」
「
姫
部
志
」

卷
第
十
「
姫
部
思
」
「
佳
人
部
為
」
「
美
人
部
師
」
「
娘
部
四
」

と
千
差
万
別
の
用
字
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
卷
十
七
以
降
に
お
け
る
表
記
事
例
五
例
は
、
「
乎
美
奈
敝

之
」
と
統
一
さ
れ
た
万
葉
仮
名
表
記
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期

万
葉
時
代
の
用
字
法
と
後
記
の
用
字
法
と
で
は
大
い
な
る
異
な
り
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
卷
十
七
以
降
の
統
一
さ

れ
た
万
葉
仮
名
と
は
別
格
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
統
一
化
さ
れ
た
歌
の
方
が
妙
に
見
え
る
の
も
そ
の
た
め
と
見
て
良
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
字
体
の
統
一
化
が
進
ん
だ
の
か
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
で
国
家
社
会
の
あ
り
方
と
し
て
よ

く
こ
の
事
情
そ
の
も
の
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。

※
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
に
、
「
熊
毛
評
大
贄
伊
委
之
煮
」
（
山
口
県
熊
毛
郡
荷
札
木
簡
）
と
「
與
射
評
大
贄
伊
和
志
」
（
京
都
府
与
謝
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郡
荷
札
木
簡
）
の
「
ワ
」
文
字
表
記
の
相
違
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
城
京
跡
か
ら
「
青
郷
御
贄
伊
和
志
」（
福

井
県
西
部
、
若
狭
国
大
飯
郡
）
や
「
名
錐
郷
秋
科
里
荒
伊
委
之
」
（
三
重
県
大
王
町
波
切
）
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
を
国
字

「
鰯
」
一
字
で
表
記
し
た
木
簡
も
和
銅
三
年(

七
一
〇
年)

の
長
屋
王
邸
跡
木
簡
に
「
備
中
国
小
田
郡
鰯
五
斗
」
（
岡
山
県
南
西
部
笠
岡

市
付
近
）
と
書
か
れ
て
い
る
例
が
見
え
て
い
る
。

※
平
城
京
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
（
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
、
昭
和
五
十

二
年
刊
よ
り
）

倭
国
が
大
陸
か
ら
流
入
し
続
け
た
経
済
や
文
化
的
な
文
物
の
す
べ
て
を
交
易
で
培
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
交
易
ル
ー
ト

を
有
す
る
こ
と
が
日
本
国
の
農
耕
や
織
産
等
の
形
態
も
大
幅
に
進
歩
さ
せ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
大
陸
交
易
を
こ
の
敗

戦
で
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
戦
争
が
人
を
変
え
、
技
術
向
上
が
停
滞
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
中
国
語
漢
文
で
は
な

い
本
格
的
な
書
記
文
字
で
あ
る
「
万
葉
仮
名
」
を
一
斉
に
使
い
出
す
こ
と
へ
と
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

「
か
な
」
誕
生
の
起
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
風
土
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
当
に
適
応
を
示
唆
す
る
こ
と
ば
で
あ

り
、
「
風
」
は
外
地
か
ら
、
「
土
」
は
内
地
を
意
味
し
、
こ
れ
が
融
合
し
て
い
く
実
態
が
当
代
に
流
通
す
る
「
風
土
記
」

と
い
う
こ
と
ば
の
概
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
西
暦
七
一
二
年
、
太
安
万
侶
が
『
古
事
記
』
を
献
進
し
た
翌
年
の
七
一

三
年
に
は
古
代
地
名
で
あ
る
地
名
の
漢
字
二
字
表
記
化
は
、「
相
模
」「
愛
宕
」
の
表
記
に
も
痕
跡
を
遺
し
て
い
る
。「
武
蔵

さ

が

み

あ

た

ご

む

さ

し

（
中
国
音
「
ム
ザ
ウ
」
）
」
は
「
无
邪
志
」
「
牟
邪
志
」
「
胸
刺
」
を
好
ま
し
い
文
字
に
改
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

二
字
式
の
地
名
表
記
は
、
そ
の
後
の
日
本
の
地
名
を
位
置
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
あ
な
た
が
た
の
古
郷
の
地
名

は
何
字
で
書
い
て
い
る
か
…
…
。
昨
今
、
市
町
村
合
併
で
新
地
名
も
佳
い
が
、
悠
久
の
歴
史
に
耐
え
う
る
地
名
で
あ
っ
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て
ほ
し
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
仮
名
表
記
が
「
カ
タ
カ
ナ
」
と
「
ひ
ら
が
な
」
の
二
つ
の
種
類
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
は
、
何
を
意
味

し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
カ
タ
カ
ナ
」
は
、
仏
教
の
経
典
を
講
読
学
習
す
る
学
問
僧
が
師
僧
の
語
る
こ

と
ば
注
釈
を
手
早
く
書
き
取
る
手
段
と
し
て
、
漢
字
を
省
略
形
に
し
て
、
こ
れ
を
書
き
出
し
て
い
っ
た
漢
字
付
随
式
の

表
記
文
字
で
あ
る
。
漢
字
文
の
典
籍
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
に
格
好
な
表
記
文
字
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

発
祥
の
根
源
を
朝
鮮
仏
教
の
経
典
注
釈
の
訓
読
方
法
に
求
め
る
こ
と
が
「
カ
タ
カ
ナ
」
発
想
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。

次
に
「
ひ
ら
が
な
」
の
文
字
は
、
和
歌
を
詠
む
と
い
う
貴
族
社
会
に
お
け
る
男
女
の
贈
答
歌
を
通
し
て
発
生
し
て
い

く
表
記
文
字
と
な
っ
た
。
一
枚
の
紙
面
に
縱
横
び
っ
し
り
に
書
き
出
す
典
籍
と
は
異
な
る
、
空
白
を
残
す
散
ら
し
書
き

に
は
、
こ
の
漢
字
を
行
書
か
ら
草
書
、
草
書
か
ら
変
体
仮
名
へ
と
最
大
限
に
崩
し
書
き
し
て
得
た
「
ひ
ら
が
な
」
表
記

そ
の
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
空
白
部
分
を
想
定
し
た
書
き
ぶ
り
こ
そ
が
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
で
は

出
来
な
い
世
界
で
も
あ
っ
た
。
或
意
味
の
暗
号
文
字
め
い
た
書
き
ぶ
り
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
表
記
法

を
男
性
と
女
性
が
織
り
な
す
コ
ミ
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
文
字
と
し
て
、
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ
た
に
相
違
な
い
。
だ

が
、
「
ひ
ら
が
な
」
が
大
成
す
る
ま
で
に
は
容
易
な
ら
ぬ
時
間
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
紀
貫
之
が
日
本

最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
古
今
和
歌
集
』
〔
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
成
〕
の
「
仮
名
序
」
で
見
せ
た
文
章
、
更
に

は
自
ら
が
女
手
の
仮
名
文
字
で
駆
使
し
た
『
土
左
日
記
』
以
て
実
践
す
る
試
み
か
ら
も
察
知
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
以
外
に

も
物
語
の
祖
で
あ
る
伝
奇
物
語
『
竹
取
翁
物
語
絵
巻
』
の
詞
書
き
を
貫
之
が
記
述
す
る
と
い
っ
た
『
源
氏
物
語
』
絵
合

卷
の
記
述
表
現
を
信
じ
て
以
て
見
る
に
、
男
性
書
記
者
と
し
て
の
貫
之
の
存
在
が
あ
っ
て
、
漢
文
語
が
ど
う
し
て
も
見

え
隠
れ
す
る
こ
と
自
体
、
ま
だ
か
な
文
の
熟
成
に
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
十
分
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
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ロ
ー
マ
字

ロ
ー
マ
字
表
記
の
日
本
語
文
章
と
し
て
最
も
古
い
資
料
と
し
て
は
、
十
六
世
紀
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
資
料
〔
ド
ラ
ー

ド
の
印
刷
〕
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
取
り
分
け
有
名
な
作
品
資
料
は
天
草
版
『
エ
ソ
ポ
の
物
語
』
・
天
草
版
『
平
家

物
語
』
〔
原
文TX

T
〕
・
天
草
版
『
金
句
集
』
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
ロ
ー
マ
字
書
き
の
作
品
資
料
は
、
日
本

の
禁
教
令
に
よ
っ
て
、
殆
ど
が
日
本
か
ら
消
え
、
海
外
所
蔵
機
関
に
の
み
保
管
さ
れ
て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
。

※http://hom
epage3.nifty.com

/non-yoko/m
ission/insatsu.htm

l

※http://w
w

w
2s.biglobe.ne.jp/~Taiju/am

_heike.htm
#1_01

※http://w
w

w
.let.osaka-u.ac.jp/~okajim

a/bun/Feiqe/feiqe-01.txt

次
に
、
明
治
時
代
に
於
け
る
「
ロ
ー
マ
字
」
表
記
資
料
は
、
石
川
啄
木
（
一
八
八
六
―
一
九
一
二
）
が
記
し
た
日
記

が
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
『
啄
木
ロ
ー
マ
字
日
記
』
〔
岩
波
文
庫
刊
〕
と
い
う
。
こ
の
日
記
は
、
啄
木
が
一
九
〇
二
年

か
ら
一
九
一
二
年
の
死
ぬ
年
ま
で
、
凡
そ
十
年
間
、
或
時
は
集
中
的
に
途
切
れ
な
し
に
日
記
を
書
き
綴
っ
て
い
る
。
ち

ょ
う
ど
彼
が
十
六
歳
か
ら
二
十
六
歳
に
わ
た
る
青
春
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ
、
ロ
ー
マ
字
日
記
だ
っ
た
の
か
？
桑

原
武
雄
解
説
文
に
は
、
「
啄
木
は
ロ
ー
マ
字
と
い
う
新
し
い
表
記
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
上
に
の
し
か
か
る

い
く
つ
か
の
抑
圧
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
記
載
す
る
。

※http://w
w

w
.page.sannet.ne.jp/yu_iw

ata/rom
aji19090407.htm

l#A
190947


